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1.研究実施の概要 

 高度情報化社会では、必要な情報を確実に蓄積し高速に取り出すための高信頼で高性

能なストレージシステムが求められる。本研究は、そのような要求に答えるための並列

分散ストレージシステムの構成技術の提供を目的とする。これまでに、ストレージ側の

各要素を高機能化してクラスタを構成し、ストレージクラスタ内の自律的な制御によっ

て、ストレージに対するアクセス負荷の均衡化や容量の均衡化を行い、故障対策を行う

自律ストレージの提案を行ってきた。本研究では、その自律ストレージの構成技術をさ

らに発展させ、アクセス負荷バランスと容量バランスの両立、負荷均衡化や対故障処理

と通常処理の両立、格納されるコンテンツの特徴を生かした柔軟なデータ管理といった

技術に関して研究を行う。研究期間終了までに、これらの管理技術が商用ストレージシ

ステムに取り入れられることを目指している。 

 平成15年度、先進ストレージ研究統轄・推進グループと高度メディア蓄積・管理研究

グループでは、上記技術を検討するための先進ストレージシミュレータを構成する設備

の整備を行い、先進ストレージ研究統轄・推進グループは160ノード、高度メディア蓄

積・管理研究グループは8ノードのブレードサーバを導入した。また、先進ストレージ

研究統轄・推進グループとシステムアーキテクチャ研究グループは、先進ストレージシ

ステムの機能を実証するための開発プラットホームとして、自律ディスクプロトタイプ

のシステムアーキテクチャについて検討を行った。自律ディスクプロトタイプでは、自

律ディスクの構成要素をコンパクトに実装して、構成の容易さや管理の容易さの実証を

目指すと同時に、ディスクから得られる情報のストレージ管理への応用も視野に入れて

いる。大規模大容量構成が可能になるような構成と、自律ディスクの適用範囲を広げる

ための管理容易な小規模構成に関して、その位置づけと実装方法の検討を行った。これ

らはストレージ管理の階層構造も考慮し、メタデータと関連付けた情報ライフサイクル

管理（Information Lifecycle Management）の研究にも展開させている。コンテンツ対

応メタデータ研究グループは、メタデータによる高度なコンテンツの蓄積管理手法の開

発に関してコンテンツの蓄積条件に合わせてコンテンツを先進ストレージシステム内へ

最適配置するためのメタデータを検討した。また、コンテンツとメタデータを統合して



ファイルフォーマット化する手法を検討した。この他、分散ストレージをユビキタス環

境に適用したユビキタスストレージや分散インデクスの高信頼構成方式および分散スト

レージ高信頼化のための符号化の手法等に関しても検討を行った。 

 

2.研究実施体制 

先進ストレージ研究統轄・推進グループ 

① 研究分担グループ長：横田 治夫（東京工業大学 学術国際情報センター、教授） 

② 研究項目：高度情報化社会に適した高性能で高信頼な先進ストレージシステムを実

現するために、アクセス負荷と容量バランスの両立、通常処理とデータ管理処理の

プライオリティ管理、コンテンツの特徴を生かしたストレージ管理といった機能に

関してチーム内で中心的に研究を推進する。そのために、システムアーキテクチャ

研究グループとともに自律ディスクのプロトタイプの内容に関して検討を行うとと

もに、高度メディア蓄積・管理手法研究グループと高度メディアの扱いに関して検

討をし、コンテンツ対応メタデータ研究グループとコンテンツの特徴を生かしたス

トレージ管理に関して検討を行い、チーム内の研究の統轄を行う。平成15年度は、

先進ストレージシミュレータを構成する設備の整備と、自律ディスクプロトタイプ

のシステムアーキテクチャについて検討を行った。また、分散ストレージ高信頼化

のための符号化の手法や、メタデータと関連付けた情報ライフサイクル管理

（Information Lifecycle Management）等に関しても検討を行った。 

 

高度メディア蓄積・管理手法研究グループ 

① 研究分担グループ長：植村 俊亮（奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科、 

教授） 

② 研究項目：映像メディア、センサデータなどに代表される高度メディアをユビキタ

スデータベースと連携させながら先進ストレージシステムに蓄積・管理するための

基本的手法の検討を行い、それを先進ストレージシミュレータ上で検証するために

必要な設備の整備を行う。平成15年度は、先進ストレージシミュレータを構成する

設備の整備を行うとともに、分散ストレージをユビキタス環境に適用したユビキタ

スストレージや分散インデクスの高信頼構成方式に関して検討を行った。 

 

コンテンツ対応メタデータ研究グループ 

① 研究分担グループ長：上原 年博（NHK放送技術研究所 ネットワークシステム、主

任研究員） 

② 研究項目：先進ストレージシステムに蓄積するコンテンツおよびコンテンツの蓄積

条件にあわせて先進ストレージシステム内へ最適配置するためのメタデータを開発

するとともに、先進ストレージシステムを含むコンピュータ、ネットワークシステ

ム系での扱いを容易にするためコンテンツとメタデータを統合してファイルフォー



マット化する。先進ストレージシミュレータに蓄積する大容量動画コンテンツを作

成するとともに、コンテンツの蓄積条件とファイルフォーマット化について検討す

る。平成15年度は、メタデータによる高度なコンテンツの蓄積管理手法の開発に関

してコンテンツの蓄積条件に合わせてコンテンツを先進ストレージシステム内へ最

適配置するためのメタデータを検討した。 

 

システムアーキテクチャ研究グループ 

① 研究分担グループ長：太田 光彦（富士通株式会社 ストレージシステム事業本部、 

部長付） 

② 研究項目：高度情報化社会に適合する高性能で高信頼な先進ストレージシステムの

機能を検討するための開発プラットホームとして自律ディスクのプロトタイプシス

テムアーキテクチャを検討し、プロトタイプシステムに要求されるデバイス要件、

性能の検討を行い、自律ディスクのプロトタイプの開発を行う。平成15年度は、プ

ロトタイプのシステムアーキテクチャについて検討を行った。 

 

メディアストリーミング基盤研究グループ 

① 研究分担グループ長：薗田 浩二（日立製作所 システム開発研究所、主任研究員） 

② 研究項目：先進ストレージシステムのメディアストリーミング応用等における負荷

均衡化／QoS保証技術、および、耐故障処理時の性能劣化防止技術等に関して基本

検討を行う。平成16年度から正式に加わるグループである。 
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